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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

胃癌は世界で4番目に発生率の高い癌であり、予後不良のためハイリスク症例を識別することが重要

であるが、予後に関連する遺伝子はまだあまり知られていない。ところで、胃癌の約50％程度が染色

体不安定性による染色体異数性をもつことが知られているが、この染色体異数性や関連分子の一つと

想定されるポロ様キナーゼ１（Polo-like Kinase 1; PLK1）の発現と胃癌の予後は明らかでない。 

そこで著者らは、胃癌患者におけるPLK1発現、染色体異数性、臨床予後に焦点を当てて研究を行っ

た。連続する207名の患者の胃癌検体を用い、PLK1発現あるいはDNA量により二つのグループに分け、

それぞれの予後を解析した。PLK1高発現の患者は、PLK1低発現の患者より予後が悪い傾向があったが、

統計学的有意差は認めなかった。そこで胃癌細胞株においてPLK1を過剰発現させると、染色体異数性

を誘発する中心体の増幅および多極紡錘体を有する細胞が有意に増加した。実際に、胃癌検体におい

てもPLK1高発現と染色体異数性は相関が認められた。さらにPLK1高発現と染色体異数性の両方を持っ

た患者は、無再発生存率において予後不良であったが、PLK1高発現単独、染色体異数性単独では、十

分な予後の違いを認めることはできなかった。これらの結果は、PLK1高発現が、染色体異数性を持つ

癌に対してのみ悪影響を及ぼし、胃癌患者の再発リスクを増加させている可能性を示していると考え

られた。 

 以上の成績は比較的予後不良な癌種である胃癌の治療法発展に重要な知見を加えた意義あるもの

と考えられる。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求

め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが

適切な回答を得た。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 


